
何も起きていない平時から登録しておき、
いざという時の避難や備えの判断に活かしてください



●気象庁では、洪水や浸水、土砂災害の危険度を５段階で表示する「キキクル（大雨・洪水警報の危険
度分布）」を発表しています。これとあわせて、気象庁では民間事業者と連携して、自分が登録した地
域でキキクル危険度が高まった場合や警報等が発表された場合に自動で通知するサービスを提供
しています。
●噴火災害についても、気象庁から噴火警報や噴火速報を発表した場合に自動で通知するサービス
が民間事業者から提供されています。
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気象庁 民間事業者

A市では
警戒レベル4
相当に上昇

〇〇山　噴火速報
＜〇〇山で噴火が発生＞

気象庁ホームページの「キキクル、噴火警報・噴火速報の
プッシュ型通知サービスについて」にて、
サービスを提供している事業者を紹介しています。

https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/bosai/push_tsuchi.html●URLを直接入力

●二次元バーコードを読み取り ●気象庁ホームページのトップページ下部にある
　バナーをクリック
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